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本研究では、小学校低学年における生活科を中心とし、ドキュメンテーショ

ンを活用することで、そこでの学びや成長を可視化し、小学校教育における子

どもの成長を見取り子どもの思考や学びを可視化することでそのプロセスが認

知しやすくなるのかについて検討した。ドキュメンテーションから子どもの成

長を見取り子どもの思考や学びのプロセスを可視化することのできる瞬間を考

察する視点として、活動を繰り返すごとに変容する子どもの思考に着目した。 

児童は自分がどんな気持ちで活動に取り組むことができていたのか、自分の

気持ちを文字で視覚化することで、児童自身も自分の気持ちを客観的に感じる

ことが可能となり、今後の活動意欲の活力へつながっていくことが児童の活動

に向き合う姿勢から明らかになった。そして、記入された内容の変化から、活

動を通して変化していく児童の気持ちを把握することもできた。把握した児童

の気持ちをもとに、より児童自身が自分の内面的成長に向き合えるように個々

に合った声掛けや支援を意識することが可能となった。 

 

 


